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じん うもくが はこ

〔写真解説］沈香木画箱（正倉院）縦28.0cm 横44.6cm 高14.6cm 
ぞうげ こく 9、 もくが

紐香・象牙・患檀・錫・金などをはめ込む木画の技法で文様を表わ
し` う、や、 こんげ ，,,, 

した箱。献納品をおさめるための献物箱であろう。床脚は紺牙の撥

線（紺色に染めた象牙に文様を表わしたもの）で装飾している。赤地
ぶ' され

に緑と繹で文様を表わしたうちばり（箱の内の裂）も美しい。

第49回正倉院展

10 月 25 日（土）~11 月 10 日（月）

会期中無休

午前 9時～午後5時

（入館は午後4時30分まで）

金曜日は午後8時まで開館

（入館は午後 7時30分まで）

文化財指定制度100周年記念

特別陳列「春日信仰の美術」

11月 29 日（廿~12月 21 日（日）

平常展「仏教美術の名品」

11月 29 日（士）~12月 21 日（日）

無料観覧B 12月178(水）

年末年始の休館

12月 22 日（月）~1 月 3 日仕）



第49回正倉院展

10月 25 日 (±)~11月 10 日但）
はいしょく

今年の「正倉院展」には、調度品・献物帳・古文書・侃飾品・染

織品・楽器・年中行事品・仏具・遊戯具・エ匠具・香・経典など、

広い分野にわたる72件(15件が初公開）が公開されます。

このうち献物帳は、天平宝字 2年 (758)に、光明皇后が亡き父・
ふじわらこうしんせきぴょうぶ

藤原不比等の真跡屏風を大仏に献納した時の目録「藤原公真跡屏風
ちょう わらは

帳」で、そこには「妾の珍財、これに過ぐるなし」と記されています。

今回は、香がまとまって出陳されるのが特色です。まず麗杭蕃。
らんじゃたい

蘭奢待の名で天下に知られた香木です。「蘭奢待」の文字に「東大

寺」の 3文字が隠されているのがおわかりでしょうか。もうひと
ぜんせんこう

つ、有名な香木があります。全浅香です。これは光明皇后が大仏に

献納した聖武天皇遺愛の品々のなかに含まれていたもの。蘭奢待と

全浅香は「両種の御香」と称され、正倉院の香木を代表してきまし

た。蘭奢待と全浅香が同時に出陳されるのは初めてです。
よせぎ ばちるら

このほか、桑の薄板を寄木ふうに貼り合わせ、側面には撥鍍や螺
くわのきもくがのききょく

細の技法で草木・虫・鳥を可憐に表わした桑木木画碁局。沈香・黒
すず じんこうもくがのはこ

檀・象牙・金・錫などをはめ込んだ沈香木画箱。聖武天皇の身の回
おうむ ろうけち0がょうぶ

りにあった鵬鵡や鷹を描いた臆獅屏風など、天平文化の粋を凝らし

た品々も出陳されます。かんな・きり・やすりなどのエ匠具が出陳

されるのは、正倉院宝物の懐の深さを示しています。日本最古の戸

籍のひとつが57年ぶりに公開されるのも注目されることでしょう。

文化財指定制度100周年記念

特別陳列「春日信仰の美術」

11月 29 日仕）~12月 21 日（日）

奈良では12月17日に春日若宮の「おん祭」が催されます。この「お

ん祭」にちなんで当館では、毎年12月に春日曼荼羅の特集展示をお

こなってきました。

今年からは内容をより充実させ、特別陳列として、館蔵品•寄託

品を中心に、春日信仰に関する作品を展示することになりました。

春日神鹿関係、舎利・宝珠関係、宮曼荼羅系、本地仏など、春日

信仰の種々相を一覧していただき、春日信仰への理解をさらに深め

ていただけるものと思います。

なお、今年は春日大社より、古神宝の名品を特別出陳していただ

きます。

平常展「仏教美術の名品」

11月 29 日 (±)~12月 21 日（日）

飛鳥時代から連綿と続く仏教美術の名品を集めて紹介していま

す。当館の館蔵品• 寄託品の中から、国宝・重要文化財を含む優品

を、彫刻・絵画・書跡・エ芸・考古の各部門に分けて展示しています。

藤原公真跡屏風帳

桑木木画碁局

春日宮曼荼羅（南市町）



主な展示品

第49回正倉院展 10月 25 日仕）~11月 10 日（月）

しちじょうかっしょくにのけさ ろうけ切むうぶおうむ くまたか てんびょう1まうじにねんじゅうがつついたちけんもっちょうふじ

七条褐色羅袈裟（羅の七条けさ）、臆顧屏風く鵬鵡〉＜写真＞＜熊鷹〉（ろうけつ染めの屏風）、天平宝字二年十月一日献物帳（藤
わらこうしんせきびょうぶちょう かせん しきせん しゅつぞうちょう しゅつにゅう

原公真跡屏風帳）、＊花慨（フェルトのしきもの）、＊色既（フェルトのしきもの）、出蔵帳（聖武天皇御結納品出蔵目録）、出入
しょうそういんこもんじょせいしmう ぶんこ＊のくにのしょうぜいちょう しょうそういんこもんじょせいしゅう いずものくにのたいぜいしんごう

帳（宝物出入の記録）、正倉院古文書正集第四十二巻（豊後国正税帳）、＊正倉院古文書正集第三十二巻（出雲国大税賑給
れぎみJうちょう しょうそういんこもんじょせいしゅう みののくにあはちまぐんかすがべりのこせき ぞくしゅうしょうそういんこもん

歴名帳）、正倉院古文書正集第二十二巻（御野国味蜂間郡春部里戸籍）、＊続修正倉院古文
じょこうしゅう さぬきのくにのこせき ぞくしゅうしょうそういんこもんじょこうし9う ぞうとう tさいじしこうざ(If

書後集第二巻（讃岐国戸籍）、続修正倉院古文書後集第二十三巻（造東大寺司告朔解
あん ぞくしゅうしょうそういんこもんじょ みんぶしょうさんがつろうぶみ とうなんいんこもんじょ

案）、＊続修正倉院古文書第四十二巻（民部省三月根文ほか）、東南院古文書第四櫃附第
とおちぐんじばいばいちけんもん ざっしょ（とうじ●のおび くみひも すいしょういちょうごうす

六巻（十市郡司売買地券文ほか入雑色稲綬帯付組紐（組紐の帯）•水精長合子（腰かざり）
つげ OJ きのつかさや"とうす へきるりのしょうしゃ（ きるりのしょうしゃ（ すいしょうのうおがた くれた1切

・黄楊木把鞘刀子（小刀）、碧瑠璃小尺・黄瑠璃小尺（腰かざり）、水精魚形（腰かざり）、呉竹
さやのこ‘じょうとう くろづくり〇たち みどりじ I:しぎのきじょく じゅうにしさいえのぬ砂

鞘御杖刀（しこみ杖）、黒作大刀•黒作大刀模造、緑地錦几褥（机のうわしき）、十二支彩絵布
まくり ゅうのず とりのず ひのあしざぬ あかみどりつぎわけあやのぎんぺんはな1，こう I/ち0ぬののほう

幕＜龍図〉〈鳥図＞（十二支の幕）、＊緋紐・緋純模造、赤緑継分綾残片、練羅細布抱（板締め染
ざっt・いざんけつ けまんざんけつちょうせきのしゃくはち況⑰ わこ＊ん たいまいえ さんじ9っそくのき

めの上着）、雑帯残欠（組みものの帯）、華霊残欠、彫石尺八、檜和琴付瑞州絵、三十足几（卯
きじかもんろうけちのら つばざ'Jつえ たいまいはっかくのつえ

日杖の机）、黄地花文臆顧羅（卯日杖の机の覆い）、椿杖（卯日杖）、f毒帽八角杖（べっこうの
しゃくじょう うるしりしゃ（じょうばこうるしえのしゅび こうどうえのしゅび はくいうのさんこしょ こんどう0

杖）、錫杖（仏具）、漆錫杖箱、漆柄塵尾（仏具）、金銅柄塵尾（仏具）、白銅三鈷杵（仏具）、金銅
はながたごうす へいらでんは＼初えんき ょう しっぴばこ

花形合子（すかしぼりのふたもの）、平螺釧背円鏡（らでんかざりの鏡）、漆皮箱（鏡箱）、花

賃屑付蓋付嵐賃裔需．繭望（花鳥文様の鏡）、籐及届（鏡箱）、＊麗屑付直（素文の鏡）、滋酋賃
こうばこざんけつう砂のはながたばこ しじゅう0うるしばこ くろがきすおうぞめきんぎんさんすいえのはこ じんこうもくがのはこ

香箱残欠、漆花形箱、四重漆箱（こだんす）、黒柿蘇芳染金銀山水絵箱（献物箱）、沈香木画箱
ふんじさいえのつくえ しろつるiiみあやのきじょく くわのきもくがのききょ（

（献物箱）、粉地彩絵几（献物几）・白橡綾几褥（机のうわしき）、桑木木画碁局（寄木細工の碁
したんきんぎんえのしょきざんけつ たがね うちぎり きり やり力＇んな

盤）、紫檀金銀絵書几残欠（書見台）、多賀蒲（エ匠具）、打鑽（エ匠具）、鑽（エ匠具）、鈍（エ匠
やすり とうす ほうちょうおうじゅくこうらんじゃたい ぜんせんこう げはい

具）、錯（エ匠具）、刀子（エ匠具）、＊庖丁、黄熟香く蘭奢待〉（香木）、全浅香（香木）・牙牌（象牙
もっこう じゃこうひちょうこう ちょうこうのふくろ もくはい えびこうはくせさのかしゃ さは

の札）、＊木香、＊靡香皮、丁香・＊丁香袋付木牌、＊褒衣香、白石火舎（大理石の香炉）、佐波
りのごうす は（どうのえごうろ しんようがた うるしのえこうろばこ だいじょうあびだっ

理合子（さはりの香合）、白銅柄香炉付心葉形（柄つきの香炉）・漆柄香炉箱、＊大乗阿毘達
まぞうじ9うろん だいしゅうがつぞうぶん ぶつほんざょうじゅうきょう

磨雑集論巻第十一（唐経）、＊大集月蔵分巻第六（光明皇后御願経）、＊仏本行集経巻第二

十六（称徳天皇勅願経） 〈＊は初出陳〉

特別陳列「春日信仰の美術」 11月 29 日 (±)~12月 21 日（日）

0本宮御料古神宝（春日大社）、〇若宮御料古神宝（春日大社）、春日若宮御祭図屏風（奈良県立美

術館）、鹿島立神影図（当館）、◎五輪塔嵌装舎利厨子（不退寺）、春日鹿曼荼羅（当館）、春日鹿曼荼

羅（西城戸町）、◎春日神鹿御正体（細見美術財団）＜写真〉、四方殿舎利厨子（能満院）、春日神鹿舎

利厨子（当館）、宝塔嵌装舎利厨子、春日龍樹箱、春日宮曼荼羅（南市町）、春日宮曼荼羅（当館）、春

日名号曼荼羅、春日曼荼羅彩絵舎利厨子、南円堂曼荼羅（長谷寺）、春日社寺曼荼羅（当館）、◎春日

本迩曼荼羅（宝山寺）、春日赤童子像（植槻八幡神社）、十一面観音立像（当館）、春日毘沙門天曼荼

羅（当館）、春日地蔵曼荼羅（当館）、◎春日浄土曼荼羅（能満院）、千体地蔵図、千体地蔵等厨子

臆顕屏風〈鵬鵡〉

扉絵 ◎春日神鹿御正体（細見美術財団）

〇国宝、◎重要文化財。展示品は都合により一部変更する場合があります。

平常展「仏教美術の名品」

〔彫刻〕

11月 29 日 (±)~12月 21 日（日）

◎銅造誕生釈迦仏立像（正眼寺）、◎銅造誕生釈迦仏立像（悟真寺）、＠銅造誕生釈迦仏立像・

潅仏盤（東大寺）、◎木造釈迦如来坐像（法隆寺）、◎銅造薬師如来立像（般若寺）、木造阿弥陀

如来立像、木造阿弥陀三尊像（峰定寺）、◎木造阿弥陀如来坐像（安楽寿院）、◎木造菩薩立像

（金竜寺）、◎銅造弥勒菩薩半珈像（神野寺）、◎木造勢至菩薩立像＜六観音のうち〉（法隆寺）、

◎木造十一面観音立像（松尾寺）＜写真〉、◎木造准脈観音立

像（常盤山文庫）、◎木造地蔵菩薩立像（東大寺）、◎木造地

蔵菩薩立像（春覚寺）、◎木造不動明王坐像（正寿院）、◎木

造不動明王坐像（園城寺）、木造愛染明王坐像（当館）、◎木

造十二神将立像（室生寺）、◎木造閻魔王椅像（金剛山寺）、

◎木造伎楽面（東大寺）、◎木造舞楽面（手向山神社）、◎木

造行道面（浄土寺）、◎木造飛天（興福寺）

〔絵画〕

◎木造十一面
観音立像
（松尾寺）

◎夢窓国師像〈部分〉（妙智院）
釈迦三尊十六羅漠像（海住山寺）、◎観経十六観相図（阿弥

陀寺）、◎二河白道図（雲辺寺）、三千仏図（海住山寺）、◎閻魔王図（長泉寺）、◎法

然上人行状絵（奥院）、〇六道絵＜阿鼻地獄・人道不浄相〉（聖衆来迎寺）、◎法華曼荼羅（松尾寺）、◎五大力吼像（一

乗寺）、◎五大虚空蔵菩薩図（大覚寺）、◎愛染明王像、0十二天像〈梵天〉（西大寺）、〇天台高僧像＜伝教大師・聖徳

太子〉（一乗寺）、◎聖徳太子像（観音寺）、◎叡尊像（新大仏寺）、◎心地覚心像<-山一

寧賛〉（興国寺）、◎夢窓国師像（妙智院）＜写真・部分〉

〔書跡〕

◎叡尊自筆書状〈三月十九日付〉（西大寺）＜写真・部分〉、◎叡尊自筆書状〈三月廿一日

付〉（西大寺）、西大寺別当乗範書状（西大寺）、西大寺別当乗範置文案（西大寺）、◎春

日権現講式（高山寺）、◎地蔵講式（笠置寺）、◎弥耽講式（笠置寺）、華手経巻第十二

◎石製弥勒如来坐像
（当館）

〈五月一日経〉（当館）

〔工芸〕

◎金銅火焙宝珠形舎利容器（海龍王寺）、〇金銅透彫舎利

容器及内容器（西大寺）、黒漆螺釧卓（東大寺）、〇金銅迦

陵頻伽文華霊（中尊寺金色堂）、◎金銅種子華璽（当館）、

◎金銅尾長鳥文華塵（細見美術財団）、◎金銅蓮華文透彫

華麗（神照寺）、金銅輪宝褐磨文透彫幡、竹製花籠（性海◎叡尊自筆書状
三月十九日付く部分〉

寺）、◎紙胎彩色花籠（万徳寺）、〇金銅宝相華文透彫花籠 （西大寺）
（神照寺入銅銀象嵌香炉〈金山寺形香炉〉（当館）、金銅柄

香炉（高山寺）、金銅塔婉形合子、王子形水瓶＜承盤付き〉（当館）＜写真〉、王子形水瓶（当

館）、王子形水瓶〈かぶら形〉（当館）、仙蓋形水瓶（当館）、信貴形水瓶、布薩形水瓶（当

館）、布薩形水瓶＜魚形注口〉、八幡形水瓶、堆朱香盆（聖衆来迎寺）、◎金銅宝珠鈴、金銅

五鈷鈴（当館）、金銅宝塔鈴（当館）、◎金銅五鈷四天王鈴（弥谷寺）、金銅種子五鈷鈴（当館）、

◎金銅五鈷三昧耶鈴（金峯山寺）、金銅独鈷杵（当館）、金銅三鈷杵、金銅五鈷杵（当館）、◎銅

銚（円福寺）、一面器（西大寺）、◎金銅独鈷鈴、◎金銅三鈷鈴、三鈷杵（当館）、金銅五大明王

鈴、金銅五智宝冠（当館）、◎金銅宝相華文線刻蓮華形碧（赤松院）、◎銅草花文磐（峰定寺）、

◎銅蓮華形磐、銅素文磐（当館）、銅孔雀文磐（当館）、刺繍阿弥陀三尊来迎像（中宮寺）、◎線

刻十二尊鏡像（細見美術財団）、◎熊野十二尊懸仏（細見美術財団）、◎阿弥陀如来鏡像（当

館）、蔵王権現鏡像（当館）、阿弥陀如来懸仏

〔考古〕

〇三重•朝熊山経ヶ峯経塚出土品く銅経筒2 口、銅鏡2面〉（金剛証寺）、和歌山・粉河経塚出土

遺物（当館）、◎石製弥眈如来坐像〈長崎・鉢形嶺経塚出土〉（当館）＜写真〉、◎伝福岡県出土

経塚遺物（当館）、銅経筒く平治元年銘〉（当館）、飛鳥文陶製外筒（当館）



正倉院あれこれ／正倉院展あれこれ第2回 普及室長西山厚

らんじゃたい

蘭奢待（黄熟香）について

昨秋、朝日新聞が「正倉院宝物ベスト10」という面白いコラムを載せました。 3人が記者のインタビューに答

えているのですが、話をベスト1だけに絞ります。
らでんしたんごげんのびわ

まず河田貞さ ん（帝塚山大学教授／元奈良国立博物館学芸課長）は、螺細紫檀五絃琵琶を選びました。 高校

の教科書にも写真が必ず出ている有名な琵琶。撥受けの部分には、ラクダに乗って琵琶を弾く人物が螺釧で表

わされています。おそらく逍唐使が唐から持ち帰ったものでしょう。シルクロードヘのあこがれをかきたてて

くれ、いかにも正倉院宝物といった感じがします。予想通りの第1位というところでしょうか。
せさ しつぶんかんぽくのず し

次は私。私が選んだベスト1は赤漆文棚木厨子でした。これは、天武天皇から持統・文武・元明・元正・聖武

・孝謙という歴代の天皇に伝えられた厨子です。光明皇太后によって大仏に献納された時、中には雑集（聖武
がっさろん わうぎし ばちる

天皇筆） •楽毅論（光明皇后筆） ・王義之の書法20巻・撥錬尺などが入っていました。この厨子は、数多くの
げやさ すおう

正倉院宝物のなかで最も由緒正しい品です。そこを評価しました。美しい木目のある欅を蘇芳で赤く染め、が

っしりした素朴な造り。光明皇太后が献納した時に、すでに「古様作」と言われていた厨子。天武朝は、天平

時代の人々にとっても、すでに遥かな時代だったのでしょう。

最後は東野治之さん（大阪大学教授）。東野さんは蘭奢待をベスト1にあげました。蘭奢待の正式な名称は黄

熟香。大きな香木です。「蘭奢待」の文字には 「東大寺」の3文字が隠されています。東野さんが蘭奢待をベス

ト1にあげた理由は、近代以前から名宝と されていたからだそうです。東野さんは、 正倉院宝物を近代まで保存

させた要因として、①東大寺の権威②宝物の価値の忘却をあげています。「宝物の価値の忘却」は興味深い指

摘です。東野さんは正倉院宝物について、「中世から近世にかけて世間の関心をひいたのは、蘭奢待などに代表

される極く一部にすぎなかった」とも書いています。室町時代の人たちにく正倉院宝物ベスト10〉のアンケー

ト調査をすれば、ベスト1は間違いなく蘭奢待であったと、私も考えています。

正倉院宝物への関心は、時代と共に変化していきました。はじめは薬。平安時代初期には中国の文物への関

心が強くなり、宝物は次々に内裏へ借り出されました。そして、そのまま返却されなかったもの も少なくあり

ません。香道が盛んになった室町時代以降の関心の的は、なんといっても蘭奢待です。足利義満・ 足利義教・

足利義政・織田信長・徳川家康など、時の権力者がこれを載ったこともよく知られています。近代に人ってか

らは、明治10年 (1877) に明治天皇が載らせています。

では、蘭奢待はなぜこれほど関心を集めるようになったのでし ょうか。 香木と してのランクが特に高いわけ

ではないようです。理由は案外、あの大きさかもしれません。
じんごう

近年は、東南アジアから沈香などの香木が続続とわが国へ持込まれています。先日、某所でいくつか見る機

会がありましたが、 40$ンほどのものが数百万円もするのには驚きました。蘭奢待は156芦ン。興福寺の阿修羅像と

ほぼ同じ大きさです。こんな大きい香木は他にどこにもなかったのでしょう。

蘭奢待（黄熟香）

至徳2年 (1385)8月29日、足利義満は東大寺尊勝院におい

て正倉院宝物を拝見し、碁石3個と沈香2切を手に入れまし

た。この沈香が蘭奢待です。永享元年 (1429)'9月には、足利

義教が東大寺西室で正倉院宝物を拝見し、碁石と沈香を手に

入れました。義満の先例にならったことがわかります。 寛正

6年 (1465)9月、今度は足利義政が東大寺西室で正倉院宝物

を拝見し、「両種の御香」を載りました。「両種の御香」とは
ぜんせんこ う

蘭奢待と全浅香のこと。 載ったのは、いずれも1寸四方が2

切、 5分四方が1切。そして1寸四方の1組は宮中に献じられ、もう 1組は義政が、小さい5分四方は東大寺別当が

わが物としました。
たもんや9

天正2年 (1574)3月28日、織田信長は多聞山城（松永久秀が築いた城。現在は城跡に奈良市立若草中学校が建

っている）に蘭奢待を運ばせ、東大寺僧の立合いのもと、 1寸四方のもの2片を載りとらせました。信長はこの
おほぎ まち

うちひとつを正親町天皇に献じ、もうひとつは津田宗及と千利休に分かち与えています。このとき信長は、全
もく が したんのさ ざょく

浅香と木画紫檀基局（碁盤。足利義満以来、宝物への関心は香木と囲碁に集中している）も多聞山城に運ばせ
じょうしょういん

ましたが、それらは一見の後に返納しています。この時の経緯は、正倉院の開封にあたった東大寺上生院の浄
せっこうき ろうぱい

実が記した 『載香記』に詳しく、信長の強引な要求に東大寺僧が狼狽した様子がよくわかります。



正倉院展講座

10月25日(±)「正倉院の香」 大阪大学薬学部助教授米田該典

もんじょ

11月1日（土）「正倉院文書を味わう」 宮内庁正倉院事務所保存課調査室主任研究官 杉本 一樹
ほうもつ ぞうみつけい

11月8日山「正倉院宝物にみる雑密系の法具」 奈良国立博物館工芸室長 阪田 宗彦
- -- - - -

午後1時30分より、奈良国立博物館講堂にて。聴講無料。ただし先着200名。

ギャラリートーク

12月10日（水）「春日信仰の芙術」 資料管理研究室長中島 博

午後2時より、新館陳列室にて。入館者の聴講自由。

ポランティアによる解説

8月1日伶）より、ボランティアによる作品解説が始まりました。

原則として毎日4度(10:00、n:oo、14:00、1s:ooから約30分間）、陳列室または講堂でおこないます。

団体・グループ鑑賞の方々で、上記時間以外に解説を希望される場合は、新館入口正面の受付カウン

ターにお申し出ください。

親と子の文化財教室

10月11日（土）「聖徳太子はどんな字を書いたのか」

11月8日山「飛鳥時代の寺院」

12月13日(±)「飛鳥時代が今日に語るもの」

く対 象〉小学5・6年生、中学生および保護者等。

〈時 間〉午前10時から12時。

〈場 所〉奈良国立博物館地下ホールまたは講堂

〈定 員〉 100名（先着順）

〈参加費〉無料

＜講 師〉奈良国立博物館研究員および学習普及専門官

〈中込方法〉電話で、住所・氏名・学校名・学年・電話番号・同伴する保護者の氏名・実施日を記入のうえ

〒630奈良市登大路町50 奈良国立博物館親と子の文化財教室係

電話0742-22-7771までお申し込みください。

開館時間 午前9時より午後 4時30分まで（入館は午後 4時まで） 正倉院展は別掲

10・11月の金曜日は午後8時まで（入館は午後7時30分まで）

休館日 月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合は開館し、翌火曜日が休館）

観覧料金 毎月第 2・4土曜日は、小・中学生無料（正倉院展を除く）

正 大人 高・大生 小・中生 平
←犀,._—_ 
一般 830円 450円 250円 常 一般院

展 団体 560円 250円 130円 展 団体

＊団体は責任者が引率する20名以上

＊正倉院展については土、日、祝日は団体の取り扱いを致しません。

＊特別陳列「春日信仰の美術」は平常展料金で観覧できます。

大人

420円

210円

高・大生

130円

70円

小・中生

70円

40円

『奈良国立博物館だよ い は、 1・4・7・10月に発行します。郵送をご希望の方は、何月号かを明記

し返信用封筒 (80円切手貼付、宛名明記）を同封して、当館の普及室にお申し込み下さい。

〒630奈良市登大路町50 電話0742-22-7771 F AX07 42-26-7218テレフォンサービス0742-22-3331奇与良国立：t専物館
ホームページ〈URL〉http: //www. narahaku. go. jp/ 




